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つばさっ子 

12 日（土）午前  9：30～11：30 祖父母交流会 

18 日（金）午後 13：30～ 内科検診 

19 日（土）午前  9：00～11：30 りす懇談会 

12 日（火）午前 10：00～ おはなしキャラバン 

（熊取文庫連絡協議会のボランティアさんが来

られ、子どもたちに絵本の読み聞かせや手あそ

び、わらべうたを教えてくれたりします。） 

15 日（金）午前 10：00 お誕生日会 

15 日（金）午後 18：30～20：30 きりん懇談会 

27 日（水）午前 10：00～     歯科検診 

今月の行事予定 

消防車＆メジーナちゃん来ました 

5 月 24 日（木）幼年消防クラブ結成式にて 



      緊急車両のサイレンが聞こえた時のマナーご存知ですよね。 

                              市原悟子 

先日、救急車に乗ることがあり、その際身体が震えるほど怒りが込み上げたことがありました。

サイレンを鳴らし音声で「緊急車両が通ります。道を空けて下さい」と何度も呼び掛けているに

もかかわらず通り道を空けようとしないで走っている車が多かったのです。 

今回、搬送したのは幸いにも救急車が到着する時には状態が落ち着いていたので一刻を争うよ

うな病人ではなかったのですが、もしこれが 1 分、1 秒を争うような状態であれば救急車の意味

がない。最初はボリュームいっぱいに音楽をかけていてサイレンが聞こえていないのか？と思っ

ていましたが次々と平然と走る車が多いので？？？ 

同乗の救命士の人に「緊急車両なのに道を空けない状態に驚きました！身体が震えます」と言

ったら「特に最近はこんな状態が日常化しています」と困っていました。 

いつ自分の家族が救急車のお世話になるかもわかりません。一刻を争う事態に見舞われるかも

わかりません。どうか、みなさんサイレンが聞こえたら緊急車両が通りやすいように車を脇に寄

せてくださいね。（当たり前のこととしてやっている方にとってはこのような注意の文章は不愉

快と思います。すみません） 

 

         ５月の 職員会議報告 

 職員会議の際のお迎え協力ありがとうございました！ 

おかげさまで１８：３０には全員揃っての職員会議を開くことができました。 

2時間という限られた時間ですが 

① 子どもの病気、主に伝染病と夏にかかりやすい病気の学習会を行いました。 

② 4月開園してからの一か月の感想を全員で語りました。 

新人職員は子どもへの対応に悩みながらの 1ヶ月、うまくいかないことに涙がこぼれての報

告、中堅職員は保育士経験がありながら保護者に不安を抱かすような対応になってしまって

落ち込んだ事例、給食室は 2名体制で互いのコンビネーションがスムーズにいくための話し

合いをした報告、事務室からは事務仕事の役割分担をしたことの報告、仲嶺副園長は各クラ

スの保育のアドバイスをしました。 

 

 

16名の職員がどんな思いでつばさに来て子どもに何を感じさせてあげたいのか、保護者とは

どんな関係を望むのか、またはこの園をどんな職場にしたいのか、職員会議の積み重ねが安

心、安全な保育園を作り出していくことになると思います。 

 

今後も第 4木曜日のお迎えの時間のご協力をよろしくお願い致します。 


